
１
月

日
の
市
議
会
「
総

12

務

消

防

委

員

会

」

に

、

市

が

「

今

後

の

行

財

政

改

革

の

視

点

及

び

主

な

改

革

事

項

」
（
以
下

「
視
点

」
）
と

称

す

る

方

針

書

を

提

出

。

昨

年

末

月

日

の

市

長

12

28

記

者

会

見

資

料

（

こ

の

ニ

ュ
ー
ス
の
先
週
号
で
紹
介
）

を

補

強

し

た

も

の

で

す

。

市

民

の

暮

ら

し

や

福

祉

な

ど

各

分

野

に

渡

る

大

リ

ス

ト

ラ

計

画

と

な

っ

て

い

ま

す

。

項

目

に

よ

っ

て

は

、

来

月

初

旬

に

提

案

さ

れ

る

来

年

度

予

算

案

に

も

盛

り

込

ま

れ

る

予

定

で

す

。

ト

ン
デ
モ
あ
り
ま
せ
ん
。

「
視
点
」
で
「
見
直
す
」

と

書

い

て

い

る

の

は

、

勿

論

、

悪

い

方

へ

見

直

す

こ

と

で

す

。

主

な

見

直

し

項

目

は

左

上

、

敬

老

乗

車

証

に

つ

い

て

は

下

の

各

カ

コ

ミ

記

事

を

参

照

し

て

下

さ

い
。

日

の

委

員

会

（

井

上

12
議

員

は

同

委

員

会

委

員

長

の

た

め

質

問

で

き

ず

）

で

は

、

同

僚

議

員

が

質

問

。

市

は

、

コ

ロ

ナ

対

策

や

国

の

税

財

政

政

策

へ

の

批

判

的

視

点

な

ど

皆

無

で

、

一

路

「

改

革

」

あ

り

き

の

路

線

に

固

執

し

て

い

ま

す

。

他

党

議

員

は

、

主

に

「

市

民

に

し

っ

か

り

説

明

を

」

４

月

か

ら

、

介

護

保

険

料
が
値
上
げ
の
予
定
で
す
。

３

年

毎

に

、

か

か

る

費

用

や

そ

れ

を

賄

う

国

や

自

治

体

・

被

保

険

者

の

各

負

担

額
な
ど
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

今

春

は

そ

の

３

年

目

で

、

４

月

か

ら

次

の

３

か

年

が

等
と
の
質
問
で
し
た
。

始

ま

り

ま

す

。

費

用

が

増

え

れ

ば

保

険

料

も

上

が

る

仕
組
み
が
問
題
で
す
。

次

期

計

画

に

つ

い

て

、

市
が
市
民
意
見
を
募
集
中
。

２
月
５
日
ま
で
。
「
計
画
」

案

や

応

募

先

等

、

詳

細

は

井

上

議

員

迄

お

気

軽

に

。

時
間
短
縮
協
力
金

国

や

京

都

府

・

市

が

夜

間

営

業

の

店

に

時

間

短

縮

を

要

請

。

応

じ

た

場

合

、

協
力
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

接

客

・

お

酒

の

店

限

定

か

ら

食

事

だ

け

の

店

に

も

対

象

拡

大

。

日

か

ら

は

８

14

時

に

、

納

品

業

者

等

も

対

象

に

な

る

可

能

性

あ

り

な

ど

、

流

動

的

で

す

。

詳

細

は
井
上
議
員
迄
お
気
軽
に
。
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市
長
「
敬
老
乗
車
証
や
市
営
住
宅
家
賃
等
々
を
見
直
す
」

民
間
保
育
園
職
員
給
与
も
見
直
し
の
対
象
に

市「今後の行財政改革の視点及び主な改革事項」での
主 な 「 見 直 し 」 項 目
◎ 敬老乗車証

◎ 民間保育所等職員給与等運用事業補助金等（プ

ール制）の見直し

◎ 市営住宅管理戸数の適正化、公募戸数の最適化、

家賃減免や運営のあり方見直し

◎ 民間活力の最大限の活用

◎ 福祉、医療、子育て支援について…受益者負担

について不断の検証を…。

◎ 施設使用料の改定

◎ ヘルスピアのあり方見直し

◎ 国民健康保険…一般財源による財政支援のあり

方見直し

◎ 下水道事業…操出金の休止など

◎ 私立高等学校教育奨励補助金の休止 等々々

市「改革の視点」での方針

「財政再生団体」（お金がない自治体として国が決めつける）にな

れば…敬老乗車証制度などが全てできなくなってしまう。そうならな

いように「改革」をする。現在の負担額を市民に周知し、受益と負担

のバランスや平均寿命を踏まえて検討。「乗る毎に〇〇円負担」との

従来方針は延期。

保
険
料
大
幅
値
上
げ
!?

＝
介
護
保
険
市
民
意
見
募
集
中
＝

井上けんじの感想

新聞報道で、ほぼ間違いはない。負担金とは、毎年９月に受け取る

時に払うお金のこと。年齢は、現在 70 ～ 74 歳でもっている人はその
まま持ち上がりで、これから 70 歳になる人からはずれる予定。

新聞報道

「負担金２倍弱、対象年齢７５歳～を検討していることが市への取

材で分かった。早ければ来年度実施の可能性」（「京都」 '20/12/23）

議会での答弁 「詳細は未定」


